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スラブ人居住地
（5世紀～7世紀）

西スラブ人

東スラブ人

南スラブ人



11世紀のキーウ大公国

キーウ

モスクワ



ルーシ王国
（1199-1349）



モンゴルのロシア侵攻（13世紀初頭）

キーウ侵攻は
1239～1240年



蒙古の攻勢で、主教の座をキーイから
ウラジミール州（モスクワ近郊）に移す

ウラジミール大聖堂



ポーランド・リトアニア合同
（1385-1569）



ポーランド・リトアニア共和国

1569-1795



ロシアの領土拡大
（16世紀～17世紀）

イワン雷帝
（1530-1584）



ピョートル1世
ロマノフ朝
初代皇帝
（在位1721年 - 1725年）



エカテリーナ2世
（1762年 - 1796年在位）

ポーランド割譲
ウクライナ獲得

ピョートル1世

ピョートル2世

エリザヴェータ女帝

ピョートル3世

エカテリーナ2世



ヘーチマン国家
1649年～

コサックの反乱
ロシアに編入
（1765年）



ロシア・ポーランド戦争
(1654年-1667年)

ポーランド・リトアニア共和
国はキーウを含むドニエプロ
川の東側をロシアに割譲
（アンドルソヴォ条約）

キーウ



露土戦争（1768-1774）
クリミア・ウクライナをロシアに併合

オスマン帝国

オスマン帝国

ロシア

クリミア・ハン国

ロシア

これ以降、ウクライナはロシアの統治下



ポーランド分割
（1772-1795）

プロシア

ロシア

オーストリア



クリミア戦争
（1853-1856）

オスマン帝国・フランス・イギリス他とロシアの戦争

セヴァストポリ包囲戦
(1854年-1855年)



ロシア帝国・最大の版図
(1866年）



第一次大戦開始時 勢力図 （1914年）

ウクライナはロシアとして参戦



ロシア革命

レーニン（1870-1924）

ドイツは革命派支援
レーニンを保護



ウクライナ人民共和国
（1917年-1920年）

民族自決運動
パンの講和



ソビエト・ウクライナ戦争
（1917/2～1921/11）

ドイツと講和した
ウクライナとボルシェビキ
の戦争

キーウの
ドイツ兵



ブレスト＝リトフスク条約
（1918年2月）

ボルシェビキとドイツの条約
ウクライナをドイツに割譲



キーウに入場するドイツ兵
（1918/3）



ウクライナ・ポーランド戦争
(1918年‐1919年)

連合国はウクライナを
ドイツ同盟国とみなし
ポーランド支援



ポーランド＝ソビエト戦争
（1919/2～1921/3）

戦場
ウクライナ・ベラルーシ
ポーランド東部

ポーランド軍とウクライナ軍

ウクライナ西部をポーランドに割譲



ソ連を形成する共和国（1922年・ソ連発足）
（最初４カ国、後に15カ国）

1.ロシア
2.ウクライナ
3.白ロシア（ベラルーシ）
4.ウズベク
5.カザフ
6.グルジア(ジョージア)
7.アゼルバイジャン
8.リトアニア
9.モルダビア
10.ラトビア
11.キルギス
12.タジク
13.アルメニア
14.トルクメン
15.エストニア



ウクライナ・ソビエト社会主義共和国
（1922年）

クリミア半島はロシアに帰属



レーニンの後継者・スターリン

（1878-1953）

農業集団化
農業国家から工業国家へ



ホロドモール
（1933-1934年、ウクライナ500万人の餓死）

農業集団化・クラーク追放
食糧強制供出



リューブチェンコ
（ウクライナ首相）
自殺 1937年
犠牲者

ウクライナ政府・ウクライナ共産党
党員の大粛清



ポーランド割譲
（1939年）

ドイツ

ソ連

ドイツとソ連で
ポーランド分割



フィンランド侵攻（1939年～1940年）

ソ連による領土割譲



第二次大戦中のウクライナ

ウクライナはドイツ占領下、後に激戦地に



ハリコフ攻防戦（1941年～1943年）



第二次大戦の終結

ドイツ帝国議会
議事堂



ポーランド・ウクライナ国境変更
（1947年）

国境を西側にずらす
（ポーランド東部は
ウクライナに編入）



北大西洋条約機構
（NATO）
1949年発足

「アメリカを引き込み、
ロシアを締め出し、
ドイツを抑え込む」

東西冷戦



ワルシャワ条約機構（WPO) 1955年発足・1991年解散

NATOに対抗



ウクライナ・ソビエト社会主義共和国
（1954年以降）

クリミア半島を
ウクライナに譲渡
（スターリン死後）



冷戦期の構図（NATO VS WPO)

東西ドイツは
後から加盟、
アルバニア
は脱退



ゴルバチョフ

1985年～1991年
ソビエト連邦共産党書記長

1990年～1991年
ソビエト連邦大統領

1931～2022



ソ連崩壊後に独立した国

1.アルメニア
2.アゼルバイジャン
3.ベラルーシ
4.エストニア
5.ジョージア

6.カザフスタン
7.キルギス
8.ラトビア

9.リトアニア
10.モルドバ
11.ロシア
12.タジキスタン
13.トルクメニスタン
14.ウクライナ
15.ウズベキスタン

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%A1%E3%83%8B%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%BC%E3%83%AB%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%A9%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%82%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%8B%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%A2_(%E5%9B%BD)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%82%B6%E3%83%95%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%88%E3%83%93%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%83%88%E3%82%A2%E3%83%8B%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%82%B7%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%B8%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%83%A1%E3%83%8B%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%BA%E3%83%99%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3


独立国家共同体（経済・軍事など）
（1991/5～）

ウクライナは
2008年脱会



リスボン議定書
（1992/5/23）

ロシア、ウクライナ、ベラルーシ、カザフスタンの核を
破壊するか、ロシアに集めて一括管理

アメリカは同意したが、ウクライナは抵抗



ブダペスト覚書
（1994/12/5）

アメリカ・イギリス・ロシアが署名

ウクライナは
核を放棄



NATOの変質

ソ連崩壊により
NATO域外地域における
紛争予防および危機管理
に重点（1991年）

コソボ紛争に軍事介入
（1999年）



北大西洋条約機構
（NATO）加盟国の推移

旧共産国が次々と加盟



集団安全保障条約機構（CSTO)
（1992年発足）

ロシア
アルメニア
ベラルーシ
カザフスタン
キルギス
タジキスタン

現在の加盟国



プーチン大統領

大統領
第二代 2000年～2008年
第四代 2012年～現在

首相 2008年～2012年

ベラルーシのルカチェンコ
に次いで長い現職



ロシアのGDPの推移（1989～2016）



原油価格の推移（1980～2022）



ロシアの外貨準備高の推移（1993～2020）



ジョージア

2008年、ロシア進攻、
北部・南オセチア、
アブハエアとして
ロシアが独立承認



沿ドニエストル共和国

ウクライナと
モルドバの国境
にある国
（2006年、住民投票で
ロシアが独立を承認）



ウクライナ・マイダン革命（2014/2）

ヤヌコーヴィチ
（2010/2～2014/2）

ポロシェンコ
（2014/6～2019/5）

親ロシア派 親欧米派



ゼレンスキー・ウクライナ大統領（2019/5～）

俳優・コメディアンから政治家へ
73.2％の得票率で前大統領を破って当選

東部・南部で支持率が
高い



ロシア語が第一言語の住民の割合
（ウクライナ）



クリミア半島侵攻（2014/2）後にロシアが占領



ウクライナ紛争
(2014年～)



ミンスク議定書
（2014/9/5）



ウクライナ侵攻（2022/2）



ロシア側の言い分

➢ キーウはロシア発祥の地
➢ ロシア人もウクライナ人も同じ東スラブ人
➢ ロシア人は兄でウクライナ人は弟（ウクライナは親ロであるべき）
➢ 1954年まではクリミア半島はロシア領だった（戻して当然）
➢ ウクライナの工業地帯はロシアが金を出して造ったもの
➢ NATOとロシアの間にはバファーゾーンが必要
➢ NATOは約束を破った（新規加盟、域外の軍事行動）
➢ ウクライナ国内のロシア人が不当な扱いを受けている
➢ ウクライナはアメリカの傀儡



ウクライナ側の言い分

➢ ウクライナの建国の租であるキーウ大公国はロシアとは別物
➢ ウクライナには民族自決の権利がある
➢ ウクライナは隣国に幾度となく占領されてきたがその都度
戦ってきた歴史がある

➢ 隣国を侵略して領土を拡張してきたのがロシアの歴史
➢ ウクライナはロシアに酷い扱いを受けてきた（ポロドモールなど）
➢ ブダペスト覚書を反故にした（核を放棄させられて核で脅される）
➢ ミンスク議定書も反故にした
➢ ロシア人を送り込んで住民投票で自国の領土にするのは常套手段
➢ ロシア軍は早く出ていくべき
➢ クリミア半島を含めて奪った領土を返すべき
➢ 戦火で受けた被害、死者に対する償いをロシアはするべき



ご静聴ありがとうございました。

この戦争はどうすれば、止めらるか？？


